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               審   査   の   要   旨 
 
本論文において、著者が提案した低平水田域の排水に関わる湛水被害の発生頻度や大きさを確率的に
表現し、広域排水リスクの持つ不確実性として定量的に評価する一連の方法は独創的であり、本研究の
最大の特長ともなっている。このようなリスク評価の考え方を複雑な水管理が要求される低平水田域の
排水問題に適用した例はこれまで無く、新しい試みであり、学術的なインパクトが大きい業績であると
評価できる。さらに、地域特性の反映が可能な豪雨の模擬発生法は、全国の様々な地域の災害に関連す
る分野にも応用可能であり大変有用である。また、広域水田における水稲被害の評価法においては、現
在広く栽培されている水稲品種の冠水被害特性を評価するための圃場実験法や水稲減収尺度の提案を行
うなど、農業農村整備に関わる行政部局や営農実務者に対して有益な情報を発信できる内容となってい
る。これらの一連の研究は、今後の気候変動下の災害対応、将来的な排水計画や種々の治水・利水計画
の策定や実施、さらには気候変動適応策としての水利施設の管理運用における新たな方向の提示や展開
へと発展するものであり、意義ある研究成果として高く評価できる。 
平成28年12月26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確
認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
